
モータ容量選定ソフト Mselect 操作方法 
１．はじめに  

  ‘ 面倒なモータ選定を容易に ’を目的に作成されたモータ選定ソフトMselectを多くの方々 

にご利用いただくため、簡単に使用できるこのソフトの操作方法を紹介いたします。 

２．モータ選定条件 

  下記の装置を例にして、選定ソフト Mselect の操作方法を説明いたします。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



３．選定ソフトの操作 

 ３－１ 選定ソフトの起動 

    選定ソフト‘Mselect’    を立ち上げます。以下、2.モータ選定条件に従って進めます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 ３－２ 負荷条件の入力 

まずモータ選定に必要なモータの負荷条件を入力します。条件入力は、選択した 

負荷要素で表示される各項目に、数値を入力する形で行います。詳細は、下記 

参照。なお、負荷要素は、モータに取り付けられる順番に選択していきます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③選択によりｶｯﾌﾟ

ﾘﾝｸﾞが現れます。

②ﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして負荷要

素を選択。ここでは、２．

モータ選定条件に従っ

て、ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞを選択。 

①ﾀﾌﾞと上下ｶｰｿﾙによ

って表示要素を変更。 

④要素選択後、各項目値を入力。ただ

し、密度及び各単位に関しては、数値

入力ではなく、選択式となっています。

各部詳細値は２．モータ選定条件を参

照願います。 

⑤ 選 択 式 の 場 合

は、対象となる項目

値、もしくは単位をｸ

ﾘｯｸすると左記のよ

うに選択画面に移行

します。



さらに次に取り付けられている負荷要素を選択し、上記と同様に数値を入力して下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３－３ 運転パターンの入力 

負荷要素全てを選択、数値を入力した後は、その負荷条件における運転パターンを 

入力します。運転パターンの入力方式としては、絶対位置基準と速度・回転基準の 

2 通りがあります。 ここでは絶対位置基準を選択します。なお速度・回転基準の入力 

方式については、４．【補足】 にて説明します 

。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③負荷要素によって入力項目も

変わります。項目値を全て入力し

てください。詳細値は２．モータ選

定条件を参照願います。 

①ﾀﾌﾞと上下ｶｰｿﾙで

表示要素を変更。 

②ﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸして 
負荷要素を選択。 

①このタブをクリック

して運転パターンの

入力画面に変更。 

時間間隔は、下記全体の時間を表します。選定条件よりここでは、1.5(s)。 

絶対位置は、この場合工程の移動距離(ここでは、500mm)となります。 

加速、減速時間(それぞれ 0.25s)は条件通りに入力。モータ回転数、負荷 

速度は、負荷条件で入力したデータより計算されます。 

これにより下記（赤線）表示の運転パターンが決定。

③運転パターンの各

項目を入力。詳細値

は、２．モータ選定条

件を参照願います。 

②入力基準をここで選択。 



３－４ モータの選定 

３－２、３－３の入力条件からモータを選定します。モータ選定に際しては、アンプと 

モータのシリ－ズ名及びモ－タ検索条件(電圧、エンコーダ等)を入力し、判定ボタン 

をクリックすることで選定を実施します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③モ－タ検索条件

入力。 

①このタブをクリック

してモータ選定の入

力画面に変更。 

⑤結果の中で全て

の判定が○のものを

選択します。 

②アンプおよび、 
モータシリーズ名を 
選択。 

④判定ボタンをクリ

ック。結果は、下

に表示される。 

⑥

判定条件をすべて満足した最小容量のモータを選択します。その結果、 

選定モータは、MSMD021P1Sとなります。  

上記結果から MSMD021P1S を選択。機種名を

クリックすると下記計算結果が追加表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



４．【補足】 

３－３運転パターンの入力では、運転パターンの２つの入力基準のうち、絶対位置基準 

を例に説明しましたが、ここでは、速度・回転基準の入力方法について、簡単に説明し 

ます。絶対位置基準が、時間間隔、絶対位置、加速時間、減速時間を入力項目としたの 

に対し、速度・回転基準では、時間間隔と負荷速度もしくは、モータ回転数を入力項目と 

します。要するに速度が変化する度に、変化に要する時間と到達速度を入力していくの 

が、速度・回転基準となります。下記は、絶対位置基準で入力したものと同じ運転パター 

ンを速度・回転基準で入力した結果です。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①加速時間 (0.25s)と

負 荷 速 度 (400mm/s)
を入力。モータ回転数

は、負荷条件より自動

計算されます。モータ

速度を入力した場合

は、負荷速度が逆に

計算されます。 

②2 段目は速度変化

なしで、一定時間経過

のため、定速度による

動作となります。 

③3段目に到達速度が

ゼロのため、減速動作

となります。 

④経過時間は、時間

間隔を加算した時間

を表しています。 

⑤上記 3 段の入力結果

により、下記赤線の運転

ﾊﾟﾀｰﾝとなります。 

        運転パターンの 2 つの入力方式については、下記のようにご判断願います。  

絶対位置基準  ：加速、減速の台形 or 三角形の運転パターンを 1 行で表現。 

速度・回転基準 ：速度変化にともなって、到達速度ごとに運転パターンを表現。 

 

５．最後に 

以上が、モータ選定ソフトを使用する際、最低限必要となる操作方法です。 

改めてモータ選定までの手順を整理すると、以下の通りとなります。 

１、モータ軸に取り付けられる負荷条件を入力。これにより負荷イナーシャが計算 

されます。（３－２ 負荷条件の入力 参照） 

２、モータの運転パターンを絶対位置基準もしくは、速度･回転基準に従って入力。

  （３－３ 運転パターンの入力 および ４ 補足 参照） 

３、モータ条件を選択し、選定ソフトにモータを選定させます。選定結果から仕様条件を 

満足する最小容量のモータを選定。（３－４ モータの選定 参照） 

 

その他、説明不足部につきましては、モータ選定ソフトのヘルプ機能内にあるマニュアル 

でご確認願います。 


